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Abstract: The installation of diagonal flap plate in the side weir was proposed. Experiments were conducted to investigate the effect of 

installation of diagonal flat plate on the discharge control at side weir in both supercritical and subcritical flows. Installation of diagonal 

flap plate as scales (e.g.Kasumi-tei) will support the formation of an opposite flow against main channel flow. The experiments yield 

that the hydraulic conditions required to form an opposite flow depends on open space ratio defined from side view t/T mainly. Also, 

the discharge control rate in which represents the ratio of discharges between side weir and main channel depends on the relative. 

Critical space ratio dc/B and open-space ratio t/T. Furthermore, the change of discharge control rate is different between supercritical 

and subcritical flows, and it might be caused by different approaching momentum flux. 

 

１． まえがき 

 全国各地で浸水被害や洪水氾濫が報告され,局所的

な降雨に対応する雨水対策を講ずることは喫緊の課題

である[1].浸水被害や洪水氾濫を未然に防ぐ方法とし

て,河川や雨水管内において横越流堰を利用し,分水さ

せる方法が用いられる[2]-[4]. 細分化した小規模な調整

池・貯留施設で分水を行い, 集水域全体でピーク流量

を減らす方法がある.また，地形条件によって，横越流

区間の流れが常流の場合，射流の場合，および流量変

化に伴い常流から射流に遷移する場合がある． 本研究

室では,横越流部から流出する流量を制御し, 段階的

に分水を行う方法として,横越流部にフラップ板を設

置することを提案している[3],[4].ここでは，横越流区間

で射流が形成される場合，常流が形成される場合，流

量変化に伴い常流から射流へ遷移する場合を対象に，

流量分配比について実験的検討を行い,横越流におけ

る排出制御に関する斜めフラップ板設置の影響につい

て検討した. 

 

２． 実験方法 

実験は, 水路幅 80 cm, 水路高さ 60 cm, 長さ 15 m を

有する矩形断面水路に横越流模型（Figure 1）を設置し

た．なお, 主要水路は矩形断面である．水路勾配として，

水平，1/100，1/250 の三種類を対象とした．流量規模を

示す無次元量に主要水路幅Bと限界水深 dcとの比, 相

対水深 dc/B(dc:横越流堰上流側の主要水路区間で定義

した限界水深)を table 1 に示す範囲で変化させた．横

越流区間に対するフラップ板を設置した割合を示す無

次元量に開口率 t/T を用いた．T は横越流区間長さ, t は

横越流区間の全開口幅(t = T－n (L cos θ+ e sin θ)；e：フ

ラップの厚さ，L：フラップ 1 枚当たりの長さ，n：フ

ラップ設置数，θ：フラップ傾斜角度)であり，開口高さ

が一定であることから，t と T との割合を開口率とし

た. また，フラップ板を設置するにあたり，流下方向に

対して反対向きの 45°とし，フラップ板を間引く間隔

は，各開口幅が同一となるように均等に間引くように

設置した． 

 

３． 横越流部を流出する流況 

 横越流部から流出する流況は，主要水路の流れに対

して反対方向に落下する流況 (逆向き流れ)，主要水路

の流れに対して同じ方向に落下する流況 (順流流れ)の 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Figure 1. Experimental set-up for side weir model 

 

Table 1. Exeperimental condition 

 

堰長T 主要水路幅B 相対堰長比T/B 水路勾配i 相対堰dc/B 開口率t/T フルード数Fr

caseA 1/100 0.406<dc/B<0.511 0.337<t/T<1 1.31<Fr<1.41

caseB 1/250 0.405<dc/B<0.500 0.646<t/T<1 1.20<Fr<1.3

caseC 0 0.318<dc/B<0.511 0.540<t/T<1 0.865<Fr<1.04

caseD 1.00 2.66 0.405<dc/B<0.503 0.646<t/T<1 1.31<Fr<1.41

caseE 0.50 1.33 0.405<dc/B<0.506 0.646<t/T<1 1.31<Fr<1.41

caseF 0.80 0.405 1.98 0 0.045<dc/B<0.343 0.310<t/T<1 0.288<Fr<0.629
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2 つに大別される．流況区分について開口率 t/T と流量

規模を示す dc/B との関係で整理したものを Figure2 に

示す．図に示されるように，横越流区間の流れが常に

射流となる場合, 開口率 t/Tによって流況区分の判別が

可能となる．また，横越流区間の流量規模が増加した

際，運動量の増加により，フラップ板に制御される場

合とされづらい場合があるからであると考えられるこ

とから，開口率 t/T ばかりでなく dc/B によっても境界

が変化することが示される． 

 

４． 横越流の流量分配比の変化特性 

 横越流部上流側の流量(総流量)Q と横越流部から流

れる流量 Qs との比, 流量分配比 Qs/Q について, 実験

結果より, Qs/Q = f(dc/B, t/T, T/B, i, Fr1, θ)の関係で整理

したものを Figure 3 に示す. 図に示されるように, 流

量規模を示す無次元量 dc/B が大きくなるにつれ, 開口

率 t/T による流量分配比 Qs/Q の変化が大きくなる．ま

た，横越流区間の流れが射流の場合と常流の場合での

傾向が異なる．これは，常流，射流の場合で横越流部

のフルード数の流量規模に対する変化率が異なるから

だと考えられる．また，逆向き流れを形成させること

で，流量規模の変化に対して，Qs/Q の増加率は小さく

なり，順流流れの場合と比べ分配量が抑制される．す

なわち, 逆向き流れが形成されるようにフラップ板を

設置した横越流区間で細分化した貯留施設を通して段

階的に分水を行うことができると考えられる. 

 

５． まとめ 

 流下方向と逆向き 45°にフラップ板を設置した横越

流区間の排出制御に関して，横越流区間で射流が形成

される場合，常流が形成される場合，流量変化に伴い，

常流から射流に遷移する場合を対象に実験的検討を行

った結果，横越流区間から流出する流況は，順流流れ，

逆向き流れ，遷移流れに分類され，主に開口率によっ

て区分されることがわかった.また，流量分配比につい

ては，逆向き流れを形成させることにより制御ができ

ることを示し，変化傾向は運動量の違いにより，常流

では曲線的に変化，射流では直線的に変化することを

示した. 
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(a) Supercritical flow in main channel 

 

 

(b) Subcritical flow in main channel 

Figure 2. Classification of flow condition at side weir 

 

 
(a) Supercritical flow in main channel 

 

 

(b) Subcritical flow in main channel 

Figure 3. Relationship of Qs/Q=(dc/B, t/T, T/B, i, Fr, θ) 
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